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川越氷川祭の山
だ

車
し

行事（川越まつり）が   ユネスコ無形文化遺産に登録決定

蔵造りの町並みを巡行する神幸祭の様子蔵造りの町並みを巡行する神幸祭の様子

川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事

　
川
越
氷
川
祭
の
始
ま
り
は
、
慶
安
元
年（
1
6
4
8
）に
藩
主
松ま

つ

平だ
い
ら

信の
ぶ

綱つ
な

が
神み

輿こ
し

・
獅
子
頭
等
を
奉
納
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
元
禄
11
年（
1
6
9
8
）に
踊
り
屋
台
が
出
始
め
、

江
戸
時
代
中
期
か
ら
華
や
か
な
行
列
を
仕
立
て
た
、
見
せ
る
祭
り

へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
の
享
保
年
間
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
祭
礼
絵
巻

に
は
、
２
基
の
神
輿
に
続
い
て
十
ヶ
町
が
出
し
た
華
や
か
な
祭
礼

行
列
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
山
車
は
、
4
人
で
担
ぐ
小
さ

な
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
文
政
9
年（
1
8
2
6
）の
祭
礼
を
描

い
た
「
川
越
氷
川
祭
礼
絵
巻
」
で
は
、
山
車
は
大
型
化
し
、
車
輪

の
付
い
た
も
の
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
歌
舞
伎
や
能
な

ど
に
起
源
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
舞
踊
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、
朝
鮮
通
信
使
や
酒し

ゅ

呑て
ん

童ど
う

子じ

の
仮
装
行
列
な
ど
当
時
の

流
行
を
取
り
入
れ
た
出
し
物
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
天
下

祭
と
呼
ば
れ
た
江
戸
の
山
王
祭
、
神
田
祭
の
影
響
を
強
く
受
け
て

い
ま
す
。

　
明
治
維
新
後
、
川
越

商
人
た
ち
は
、
自
分
た

ち
で
祭
礼
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

祭
礼
行
列
の
主
役
で
あ

っ
た
屋
台
の
上
で
の
日

本
舞
踊
や
仮
装
行
列
な

ど
が
徐
々
に
衰
退
し
、

山
車
中
心
の
祭
礼
に
変

化
し
て
い
き
ま
し
た
。

山
車
の
囃は

や

子し

台
の
上
に

唐か
ら

破は

風ふ

が
つ
き
、
囃
子

台
は
回
転
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
脈
々
と
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
ま
す
。

文化財保護課
L224－6097

　このたびの川越氷川祭の山車行事を含む
「山・鉾・屋台行事」のユネスコ無形文化遺
産登録は、山車を持つご町内はもちろんのこ
と、神社関係者、祭り囃子を披露する囃子連、
組立や山車操作で祭りを支える職人の方々、
修理に携わる方々など、祭りに係わる全ての
関係者の想いが結実したものであり、大変喜ばしく思っており
ます。
　この名誉の重みを充分に感じるとともに、川越氷川祭の山車
行事が江戸の天下祭の様式を今に受け継ぐ祭りとして続けられ
るよう、行政の立場からも一層サポートしていきたいと思います。

～ 川
かわ

合
い

善
よし

明
あき

市長 ～～ 小
お

ノ
の

澤
ざわ

哲
てつ

也
や

市議会議長 ～
　このたび、川越氷川祭の山車行事
を含む「山・鉾・屋台行事」がユネ
スコ無形文化遺産登録に決定いた
しましたことを大変うれしく思い
ます。また、33件の日本の祭りが、
世界に向け広く発信され、多くの方

に知ってもらえることは、とても素晴らしいことと感
じております。
　伝統を受け継ぎ、大切に守り育てられてきた祭りに、
より一層の誇りを感じるとともに、この伝統が末永く
続きますよう、皆様と共に支えていきたいと思います。
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川越氷川祭の山
だ

車
し

行事（川越まつり）が   ユネスコ無形文化遺産に登録決定

　
ユ
ネ
ス
コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化

機
関
）は
国
際
連
合
の
下
に
置
か
れ
た
専

門
機
関
の
一
つ
で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
が
行
っ

て
い
る
仕
事
の
中
に
、
無
形
文
化
遺
産
の

認
定
と
保
護
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
無
形
文
化
遺
産
と
は
、
文
字
ど
お
り
形

が
な
い
も
の
で
、
具
体
的
に
は
芸
能
・
社

会
的
習
慣
・
伝
統
工
芸
技
術
な
ど
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
は
、
こ
れ
ら
を
保
護
し
、
重

要
だ
と
い
う
意
識
を
高
め
、
多
様
な
文
化

を
尊
重
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て

「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
的
な
一

覧
表
」
と
い
う
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま

す
。こ
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

と
は

登
録
に
つ
い
て

　
川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事
を
含
め
た
全

国
33
件
の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
が
平

成
28
年
10
月
31
日
に
ユ
ネ
ス
コ
の
評
価
機

関
か
ら
勧
告
を
受
け
た
後
、
同
年
12
月
1

日
に
開
催
さ
れ
た
政
府
間
委
員
会
に
よ

り
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
記

載
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
は
、
山
車

や
山
鉾
、
屋
台
な
ど
の
巡
行
を
中
心
と
し

た
祭
礼
で
、
主
に
地
域
社
会
の
安
全
、
災

い
を
防
ぐ
祈
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　歴史ある祭りは、先人たちが懸命に守
りつなげてきたものです。今回のユネス
コ無形文化遺産への登録決定を受けて、
そうした絶え間ない継承の先にある現在
の私たちが、次の世代に、この歴史ある
文化を伝えていくことの大切さを改めて

感じることができました。
　今回の決定が、この祭りを保存継承する方々の、さらな
る誇りにつながるものになるとうれしく思います。
　今後も川越の祭り文化を伝えていくために、氷川神社と
してもさらに努力をしていきたいと思います。

～ 川越氷川神社 山
やま

田
だ

禎
よし

久
ひさ

宮司 ～ ～ 川越氷川祭の山車行事保存会 笠
かさ

原
はら

啓
けい

一
いち

会長 ～
　このたび、川越氷川祭の山車行事が、
全国33件の「山・鉾・屋台行事」ととも
に、ユネスコ無形文化遺産に登録されま
した。このことは「川越氷川祭の山車行
事保存会」「山車保有町内協議会」の会
員だけでなく、多くの市民の方が喜んで
くれると思います。先人たちが残してくれた川越の祭りが
世界の文化遺産として価値あるものと認められたことは大
変うれしいことです。これを機に、大事な文化遺産を次世
代に引き継ぐ大切な役目を果たせるよう、保存会や市民の
皆さんと共に頑張っていきたいと思います。

■記念イベント（12月17日㈯）
●式典（午前10時30分～11時30分）＝市役所南側駐車場
●山車曳き（午後1時～3時30分）＝一番街
＊雨天の場合、山車曳きは中止となります
■施設の無料公開（12月2日㈮～28日㈬）
　川越まつり会館、市立博物館、川越城本丸御殿、市立美術館、
旧山崎家別邸を無料公開します。
＊�各施設は、期間中休館日があります。ホームーページまたは
各施設にご確認ください

ユネスコ無形文化遺産登録記念

＝
車
両
通
行
止

川越駅

本
川
越
駅

埼玉りそな銀行川越支店

鍛冶町広場

熊野神社

蓮馨寺

時の鐘

市
役
所

市
役
所

アトレアトレ

川
越
ま
つ
り
会
館

仲町

札の辻

連雀町 松江町

式典会場

12月17日㈯の交通規制 正午～午後4時
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ポジタイプ ネガタイプ

関東地方で登録された「山・鉾・屋台行事」 ＊数字は一覧表の数字を表しています。
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　「
川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事
」
を
含
め
た
全
国
33
件

の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
33
件
の「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
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⑦⑦
⑧⑧

⑨⑨⑩⑩
⑪⑪

㉔鳥
とり
出
で
神
じん
社
じゃ
の鯨
くじら
船
ぶね
行事（三重県四日市市）

㉕上
うえ
野
の
天
てん
神
じん
祭
まつり
のダンジリ行事（三重県伊賀市）

㉖桑
くわ
名
な
石
いし
取
どり
祭
まつり
の祭
さい
車
しゃ
行事（三重県桑名市）

㉗長
なが
浜
はま
曳
ひき
山
やま
祭
まつり
の曳
ひき
山
やま
行事（滋賀県長浜市）

㉘ 京
きょう
都
と
園
おん
祭
まつり
の山
やま
鉾
ほこ
行事（京都府京都市）

㉙博
はか
多
た
園
おん
山
やま
笠
かさ
行事（福岡県福岡市）

㉚戸
と
畑
ばた
祇
ぎ
園
おん
大
おお
山
やま
笠
がさ
行事（福岡県北九州市）

㉛唐
から
津
つ
くんちの曳

ひき
山
やま
行事（佐賀県唐津市）

㉜八
やつ
代
しろ
妙
みょう
見
けん
祭
さい
の神
しん
幸
こう
行事（熊本県八代市）

㉝日
ひ
田
た
園
おん
の曳
ひき
山
やま
行事（大分県日田市）

①八
はちのへ
戸三
さん
社
しゃ
大
たい
祭
さい
の山

だ
車
し
行
ぎょう
事
じ
（青森県八戸市）

②角
かくのだて
館祭

まつ
りのやま行事（秋田県仙北市）

③土
つち
崎
ざき
神
しん
明
めい
社
しゃ
祭
さい
の曳
ひき
山
やま
行事（秋田県秋田市）

④花
はな
輪
わ
祭
まつり
の屋

や
台
たい
行事（秋田県鹿角市）

⑤新
しん
庄
じょう
まつりの山

やたい
車行事（山形県新庄市）

⑥日
ひ
立
たち
風
ふ
流
りゅう
物
もの
（茨城県日立市）

⑦烏
からす
山
やま
の山
やま
あげ行事（栃木県那須烏山市）

⑧鹿
か
沼
ぬま
今
いま
宮
みや
神
じん
社
じゃ
祭
さい
の屋

や
台
たい
行事（栃木県鹿沼市）

⑨秩
ちち
父
ぶ
祭
まつり
の屋

や
台
たい
行事と神

かぐら
楽（埼玉県秩父市）

⑩川
かわ
越
ごえ
氷
ひ
川
かわ
祭
まつり
の山

だ
車
し
行事（埼玉県川越市）

⑪佐
さ
原
わら
の山

だ
車
し
行事（千葉県香取市）

⑫高
たか
岡
おか
御
み
車
くるま
山
やま
祭
まつり
の御

み
車
くるま
山
やま
行事（富山県高岡市）

⑬魚
うお
津
づ
のタテモン行事（富山県魚津市）

⑭城
じょう
端
はな
神
しん
明
めい
宮
ぐう
祭
さい
の曳
ひき
山
やま
行事（富山県南砺市）

⑮青
せい
柏
はく
祭
さい
の曳
ひき
山
やま
行事（石川県七尾市）

⑯高
たか
山
やま
祭
まつり
の屋

や
台
たい
行事（岐阜県高山市）

⑰古
ふる
川
かわ
祭
まつり
の起
おこ
し太
だい
鼓
こ
・屋

や
台
たい
行事（岐阜県飛騨市）

⑱大
おお
垣
がき
祭
まつり
の 行事（岐阜県大垣市）

⑲尾
お
張
わり
津
つ
島
しま
天
てん
王
のう
祭
さい
の車
だん
楽
じり
舟
ぶね
行事

　（愛知県津島市・愛西市）
⑳知

ち
立
りゅう
の山

だ
車
し
文
ぶん
楽
らく
とからくり（愛知県知立市）

㉑犬
いぬ
山
やま
祭
まつり
の車

や
山
ま
行事（愛知県犬山市）

㉒亀
かめ
崎
ざき
潮
しお
干
ひ
祭
まつり
の山

だ
車
し
行事（愛知県半田市）

㉓須
す
成
なり
祭
まつり
の車
だん
楽
じり
船
ぶね
行事と神

み
葭
よし
流
なが
し（愛知県蟹江町）

ぎ

ぎ

ぎ

やま


